
3月5日、北いぶき青年部は、秩父別温泉ちっぷゆう＆ゆの敷地内にてスノーメッセージを作成しました。
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一
月
二
十
九
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青

年
部
（
中
村
敏
光
部
長
）
は
第
二
十
一

回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
通
常
総
会
を

開
催
、
決
議
事
項
の
採
決
は
書
面
議
決

に
よ
り
執
り
行
い
、
各
議
案
と
も
過
半

数
の
賛
成
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
六
年
度
か
ら
の
新
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

部　
　

長　

田
丸
　
雅
統　
（
秩
父
別
）

副
部
長　

酒
田
　
拓
也　
（
妹
背
牛
）

　
　
　
　
　
山
岡
凌
太
郎　
（
沼　

田
）

理　
　

事　

横
山
　
　
陵　
（
秩
父
別
）

　
　
　
　
　
田
村
昌
一
郎　
（
妹
背
牛
）

　
　
　
　
　
下
保
　
裕
樹　
（
沼　

田
）

代
表
監
事　

大
井
　
基
生　
（
妹
背
牛
）

監　
　

事　

藤
岡
　
　
誠　
（
秩
父
別
）

　
　
　
　
　
中
村
　
敏
光　
（
沼　

田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

二
月
九
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部

（
生
田
ユ
カ
リ
部
長
）
は
、
本
所
に
て

第
十
六
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
女
性

部
員
六
一
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
は
、
株
式
会
社
青
山
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
の
青
山
夕
香

氏
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
極
意
〜
話
術
の
強
化

〜
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
演
途
中
に
は
、
隣
の
人

と
話
し
合
う
時
間
が
あ
り
、
終
始
楽
し

そ
う
に
話
す
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し

た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
通
常
総
会
に
入

り
、
生
田
部
長
の
挨
拶
で
は
じ
ま
り
、

議
長
に
は
横
山
麻
絵
さ
ん
（
沼
田
）
を

選
任
。
令
和
五
年
度
活
動
報
告
・
収
支

決
算
等
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

部　
　

長　

荒
瀬
　
陽
子　
（
妹
背
牛
）

副
部
長　

生
田
ユ
カ
リ
　（
沼　

田
）

　
　
　
　
　

岡
崎
　
恵
子　
（
秩
父
別
）

理　
　

事　

高
橋
　
厚
美　
（
妹
背
牛
）

　
　
　
　
　

篠
永
美
保
子
　（
沼　

田
）

　
　
　
　
　

前
田
　
栄
子　
（
秩
父
別
）

監　
　

事　

北
嶋
　
悦
子　
（
妹
背
牛
）

　
　
　
　
　

渡
辺
　
智
子　
（
沼　

田
）

　
　
　
　
　

本
村
　
陽
子　
（
秩
父
別
）

参　
　

与　

西
村
　
智
子　
（
妹
背
牛
）

（
敬
称
略
）

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部  

通
常
総
会

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部 

通
常
総
会

新役員の皆さん

生田部長によるあいさつ

新役員の皆さん
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第
二
十
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部

総
会
書
面
議
決
に
お
い
て
、
私
が
部

長
と
い
う
大
役
を
預
か
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
変
光
栄
な
職
務
を

務
め
ら
れ
る
の
も
、
諸
先
輩
方
、
各

関
係
機
関
、
関
係
団
体
の
皆
様
方
の

ご
指
導
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、

皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
と
共
に
、
こ

の
場
を
お
借
り
致
し
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
先

の
天
候
が
良
く
融
雪
が
進
み
、
春
作

業
は
順
調
に
進
ん
だ
も
の
の
、
六
月
下

旬
か
ら
の
高
温
に
よ
り
品
質
低
下
や

収
量
減
少
と
天
候
に
悩
ま
さ
れ
た
年

で
し
た
。

　

基
幹
作
物
で
あ
る
水
稲
の
作
柄

に
お
い
て
は
、
北
空
知
で
作
況
指
数

「
一
〇
二
」
で
高
タ
ン
パ
ク
、
着
色
、

胴
割
れ
米
の
発
生
が
多
く
製
品
率
の

大
き
な
低
下
が
見
受
け
ら
れ
思
う
よ

う
な
結
果
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

農
業
情
勢
に
お
き
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
第
五
類
と
な
り

農
産
物
の
需
要
は
回
復
し
、
価
格
は

上
昇
し
た
も
の
の
、
物
価
高
騰
に
よ

り
生
産
資
材
や
機
械
、
燃
料
な
ど
の

高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ

り
厳
し
い
営
農
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
我
々
農
業
者
が
置
か

れ
て
い
る
環
境
は
急
激
に
変
わ
る
可
能

性
が
あ
る
中
、
消
費
者
に
安
心
・
安

全
な
農
畜
産
物
を
安
定
供
給
す
る
と

共
に
、
地
域
社
会
を
支
え
る
基
幹
産

業
の
担
い
手
と
し
て
農
地
が
持
つ
機
能

を
維
持
し
て
い
き
、
地
域
農
業
を
守

り
未
来
に
繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青
年
部
が
設
立
さ
れ

二
〇
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
こ

こ
数
年
盟
友
数
減
少
が
多
く
今
後
の

活
動
を
維
持
、
継
続
し
て
い
く
た
め
に

も
本
部
一
本
化
を
進
め
、
今
一
同
我
々

が
行
っ
て
い
る
組
織
活
動
と
向
き
合
い
、

よ
り
良
い
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

未
来
の
青
年
部
へ
繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
我
々
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
青

年
部
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
よ
り
一

層
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

女
性
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
ま
し
て
深
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
の
度
第
十
六
回
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女

性
部
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
部
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
責
務
の
重
さ
を
感
じ
不
安

で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
と
も
に
選

ば
れ
た
役
員
皆
の
力
を
お
借
り
し
、
一

年
間
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
北
い
ぶ
き
女
性
部
活
動
も

十
七
年
目
に
入
り
ま
す
。
設
立
当
初

か
ら
比
べ
ま
す
と
部
員
数
も
半
減
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
組
織
と
し

て
の
活
動
を
縮
小
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
明
る
く
元
気
に
意
義
の
あ
る
活

動
に
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
の
三

つ
の
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
［
つ

な
が
ろ
う
・
ま
も
ろ
う
・
か
か
わ
ろ
う
］

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
下
に
女
性
が
楽
し
く

学
べ
、農
業
が
で
き
る
仲
間
を
増
や
し
、

皆
が
協
力
し
合
っ
て
地
域
の
女
性
一
人

ひ
と
り
が
「
私
ら
し
く
」
元
気
に
キ

ラ
キ
ラ
輝
け
る
活
動
を
行
っ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
も
日
々

変
わ
り
続
け
る
中
、
一
番
身
近
な
消
費

者
と
し
て
安
心
安
全
な
農
畜
産
物
を

生
産
・
提
供
す
る
と
共
に
、
新
た
な
つ

な
が
り
に
も
目
を
向
け
、
女
性
目
線

で
家
庭
の
健
康
や
暮
ら
し
を
ま
も
り
、

地
域
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
Ｊ
Ａ
と
の

か
か
わ
り
を
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
を
は

じ
め
各
関
係
機
関
の
皆
様
方
に
は
女

性
部
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
ま

す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
、
よ
り
充

実
し
た
北
い
ぶ
き
女
性
部
へ
と
発
展
で

き
る
よ
う
、
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

就
任
挨
拶

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き　

青
年
部　

部
長

　
　
田
　
丸
　
雅
　
統

就
任
挨
拶

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き　

女
性
部　

部
長

　
　
荒
　
瀬
　
陽
　
子
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〜 THE YOUTH FACE 〜
農
業
を
職
業
に
し
た
き
っ
か
け

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
両
親
の
仕
事
の
手
伝

い
を
し
て
い
て
、
も
の
づ
く
り
の
大
変
さ

を
感
じ
つ
つ
も
楽
し
さ
や
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
の
時
、
将
来
の

こ
と
を
考
え
た
と
き
に
自
分
も
農
業
で
も

の
づ
く
り
が
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
な
っ
て
就
農
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
就
農
す
る
に
あ
た
っ
て
、
前
準
備
と
し

て
拓
殖
短
大
に
進
学
し
、
二
年
間
様
々
な

作
物
に
触
れ
て
そ
の
中
で
花
き
に
興
味
を

持
ち
、
卒
業
後
は
滝
川
に
あ
る
花
・
野
菜

技
術
セ
ン
タ
ー
で
半
年
間
、
北
空
知
で
作

ら
れ
て
い
る
主
要
の
花
き
の
栽
培
の
研
修

に
行
き
ま
し
た
。

　
就
農
し
て
か
ら
は
、
元
々
の
水
稲
や
そ

ば
の
栽
培
に
加
え
て
、
ス
タ
ー
チ
ス
シ
ヌ

ア
ー
タ
の
栽
培
を
始
め
、
現
在
就
農
八
年

目
に
な
り
ま
す

今
後
の
営
農
へ
の
想
い

　
今
後
、
離
農
者
が
増
え
、
農
家
一
戸
当
た
り
の

作
付
面
積
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
技
術
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
省
力
化
を
し
つ
つ
農
地
拡
大
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
北
海

道
米
は
知
名
度

が
あ
り
主
食
米

の
責
任
産
地
と

し
て
両
親
が

守
っ
て
き
た
品

質
を
維
持
・
向

上
で
き
る
よ
う

精
進
し
て
い
き

た
い
で
す
。

青
年
部
へ
の
参
加
に
つ
い
て

　
就
農
し
た
年
か
ら
青
年
部
に
入
り
ま
し
た
が
、
で

き
る
だ
け
事
業
に
参
加
を
す

る
よ
う
意
識
し
ま
し
た
。
学

習
会
や
視
察
研
修
な
ど
、
各

関
係
機
関
や
青
年
部
の
先
輩

後
輩
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と

で
自
身
の
営
農
に
繋
げ
ら
れ

る
貴
重
な
機
会
だ
と
感
じ
ま

す
。

　
昨
年
か
ら
役
員
に
就
任
し
、

色
ん
な
事
業
を
計
画
す
る
立
場

と
な
っ
た
今
、
後
輩
た
ち
が
気

軽
に
参
加
し
て
い
け
る
よ
う
な
青
年
部
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

と
も
に
営
農
を
行
う
家
族
に
つ
い
て

　
現
在
は
両
親
と
と
も
に
営
農
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
を
考
え
る
と
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
営
農
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と
思
う
と
こ
れ
か
ら
う
ま
く

営
農
で
き
る
か
不
安
で
す
。

　
ま
た
、
ま
だ
経
営
移
譲
を
し
て
お
ら
ず
近
年
中
に

は
移
譲
す
る
予
定
で
い
る
の
で
、
移
譲
し
て
も
問
題

な
く
営
農
が
で
き
、
両
親
を
安
心
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、

し
っ
か
り
準
備
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

田中　学さん
秩父別地区・日の出農事組合

作付品目
水稲、そば、スターチスシヌアータ

ドローンを操縦している様子
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一月
十
八
日
、
沼
田
町
ほ
ろ
し
ん
温
泉
に
て
、
農
事
組
合
長

会
総
会
・
第
一回
農
事
組
合
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

農
事
組
合
長
会
総
会
で
は
、役
員
の
選
出・互
選
が
行
わ
れ
、

会
長
に
石
脇
辰
博
さ
ん
（
沼
田
中
部
）、
副
会
長
に
久
村
孝

さ
ん
（
妹
背
牛
北
）、
小
坂
和
正
さ
ん
（
穂
栄
）
を
選
任
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
一回
農
事
組
合
長
会
議
で
は
、
Ｊ
Ａ
よ
り
令
和

六
年
産
米
「
生
産
の
目
安
」
の
設
定
に
つい
て
説
明
。

　

ま
た
、
温
床
除
雪
作
業
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
お
願
い
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

農
事
組
合
長
総
会
・
第
一
回
農
事
組
合
長
会
議

秩父別地区

妹背牛地区

沼田地区

5

地区 農　事 氏　名 全　体

秩
父
別

日　 の　 出 眞島　祐輔

穂　　　 栄 小坂　和正 副会長

北　　　 新 植田　辰徳 幹　事

稲　　　 豊 佐藤　宏樹

妹
背
牛

妹 背 牛 南 関吉　　淳

妹 背 牛 中 央 森　　和則 幹　事

妹 背 牛 北 久村　　孝 副会長

沼　

田

沼 田 中 部 石脇　辰博 会　長

沼 田 西 部 岡嶋　栄也 幹　事

沼 田 東 部 東 松井　惇弥

沼 田 東 部 西 吉本　裕司
（敬称略）



　

十
二
月
十
九
日
、
北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン

生
産
組
合
（
松
永
徹
組
合
長
）
は
、
秩

父
別
温
泉
ゆ
う
＆
ゆ
に
て
、
第
二
十
一

回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

松
永
組
合
長
挨
拶
後
、
来
賓
の
株
式

会
社
キ
ョ
ク
イ
チ 

果
実
部
担
当
者
よ

り
、
令
和
五
年
度
の
メ
ロ
ン
市
場
・
流

通
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
令
和
五
年
度

販
売
実
績
に
つ
い
て
、
品
種
ご
と
に
報

告
。
議
事
で
は
、
松
永
組
合
長
が
議
長

を
務
め
、
滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
役

員
改
選
を
行
い
ま
し
た
が
、
令
和
五
年

度
の
役
員
を
務
め
た
五
名
が
継
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
長　
　

松
永
　
　
徹（
秩
父
別
）

副
組
合
長　
　

鶴
山
　
甲
晋（
沼　

田
）

理　
　

事　
　

高
橋
　
邦
行（
沼　

田
）

監　
　

事　
　

辻
　
　
則
行（
沼　

田
）

　
　
　
　
　
　

堀
　
　
直
美（
沼　

田
）

（
敬
称
略
）

十
二
月
二
十
日
、
北
い
ぶ
き
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
生
産
組
合
（
谷
水
敏
和
組
合
長
）

は
、秩
父
別
温
泉
ち
っ
ぷ・ゆ
う
＆
ゆ
に
て
、

令
和
五
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

谷
水
組
合
長
挨
拶
後
、
共
励
会
受
賞

者
（
一
〇
〇
〇
ケ
ー
ス
以
上
の
出
荷
且
つ

特
秀
品
率
が
高
か
っ
た
方
）
と
し
て
遠

藤
大
亮
さ
ん
、
吉
川
健
幸
さ
ん
、
宮
西

貴
志
さ
ん
を
表
彰
。

　

ま
た
、
出
荷
奨
励
対
策
達
成
者
と
し

て
、
眞
島
秀
樹
さ
ん
、
遠
藤
大
亮
さ
ん
、

宮
西
貴
志
さ
ん
、
吉
川
健
幸
さ
ん
を
表

彰
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
谷
水
組
合
長
が
議
長
を
務

め
議
事
を
進
行
。
滞
り
な
く
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
役

員
改
選
を
行
い
ま
し
た
が
、
令
和
五
年

度
の
役
員
を
務
め
た
六
名
が
継
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
長　
　

谷
水
　
敏
和（
沼　

田
）

副
組
合
長　
　

宮
西
　
貴
志（
秩
父
別
）

理　
　

事　
　

谷
口
　
修
一（
沼　

田
）

　
　
　
　
　
　

西
谷
　
　
建（
秩
父
別
）

監　
　

事　
　

山
森
　
　
聡（
秩
父
別
）

　
　
　
　
　
　

岡
嶋
　
栄
也（
沼　

田
）

（
敬
称
略
）

北
い
ぶ
き
メ
ロ
ン
生
産
組
合 

通
常
総
会

北
い
ぶ
き
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合 

通
常
総
会

新役員の皆さん

写真右：表彰を受ける吉川健幸さん（沼田西部）

松永組合長あいさつ

谷水組合長あいさつ
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十
二
月
十
五
日
、
北
い
ぶ
き
蔬
菜
類

生
産
組
合
（
眞
島
秀
樹
組
合
長
）
は
、

本
所
に
て
第
十
八
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

眞
島
組
合
長
が
議
長
を
務
め
、
令

和
五
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承

認
・
監
査
報
告
、
令
和
六
年
度
事
業
計

画
（
案
）・
賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て
等
、

滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

組
合
長　

広
田
　
和
行　
（
沼　

田
）

副
組
合
長　

平
泉
　
真
美　
（
沼　

田
）

理　
　

事　

山
下
　
清
治　
（
妹
背
牛
）

　
　
　
　
　

多
田
　
親
平　
（
沼　

田
）

監　
　

事　

眞
島
　
秀
樹　
（
秩
父
別
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

二
月
二
十
一日
、
北
い
ぶ
き
ク
リ
ー
ン
米

生
産
協
議
会
（
中
西
貴
彦
会
長
）
は
、

本
所
に
て
第
十
九
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

中
西
会
長
が
議
長
を
務
め
、
令
和
五

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認
・

監
査
報
告
、
令
和
六
年
度
事
業
計
画

（
案
）・
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、
滞
り

な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

北
い
ぶ
き
蔬
菜
類
生
産
組
合 

通
常
総
会

北
い
ぶ
き
ク
リ
ー
ン
米
生
産
協
議
会 

通
常
総
会

広田新組合長あいさつ

中西会長あいさつ
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一
月
十
七
日
、
ラ
・
カ
ン
パ
ー
ニ
ュ

ホ
テ
ル
深
川
に
て
、
北
育
ち
元
気
村
花

き
生
産
組
合
（
田
村
昌
之
組
合
長
）
は

通
常
総
会
並
び
に
基
調
講
演
を
開
催
し

ま
し
た
。

総
会
前
に
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で

は
、
Ｈ
Ｂ
Ｃ
北
海
道
放
送
株
式
会
社　

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

森　

結
有
花
氏
を
講

師
に
【
ど
ろ
ん
こ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
七
年

目
〜
北
海
道
農
業
が
教
え
て
く
れ
た
こ

と
〜
】
の
題
で
講
演
頂
き
ま
し
た
。

通
常
総
会
で
は
、
冒
頭
に
花
き
出
荷

共
励
会
表
彰
が
そ
れ
ぞ
れ
品
目
別
に
行

わ
れ
、
通
常
総
会
で
は
田
村
組
合
長
挨

拶
後
、
議
事
に
つ
い
て
は
、
上
程
さ
れ

た
全
て
の
議
案
の
承
認
を
受
け
滞
り
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

　

植
田
辰
徳
さ
ん
（
秩
父
別
地
区
・
北

新
）
が
「
北
海
道
農
業
士
」
と
し
て
、

認
定
書
を
授
与
さ
れ
、
報
告
に
来
組
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
北
海
道
農
業
士
」
と
は
、
地
域
農

業
の
中
核
的
な
担
い
手
と
し
て
、
経
営

改
善
や
地
域
農
業
の
振
興
な
ど
に
積
極

的
・
意
欲
的
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
農

業
者
と
さ
れ
て
い
ま
す

北
育
ち
元
気
村
花
き
生
産
組
合 

通
常
総
会

植
田
辰
徳
さ
ん
が

北
海
道
農
業
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

写真右：表彰を受ける原力哉さん（妹背牛北）

左から植田辰徳さん、ＪＡ黒田組合長

田村組合長あいさつ

8



第
十
一回
理
事
会〈
十
二
月
二
十
三
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

監
事
会

○
会
計
監
査
人
の
再
任
に
つ
い
て

内
部
監
査
室

○
令
和
四
年
度
産
大
豆
・
小
麦
の
共
同

計
算
の
精
算
に
つ
い
て

管
理
本
部

○
主
要
行
事
予
定
に
つ
い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
、
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
令
和
六
年
度
会
計
監
査
人
の
報
酬
額

に
つ
い
て

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
定
期
報
告
に
つ

い
て

○
「
実
地
棚
卸
及
び
棚
卸
資
産
再
評
価

要
領
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
六
年
度
新
採
用
職
員
の
内
定
状

況
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
○
令
和
五
年
度
支
所
別
ク
ミ
カ
ン
収
支

状
況
の
報
告
、
並
び
に
特
定
組
合
員

の
収
支
実
績
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
六
年
度
北
い
ぶ
き
農
事
組
合

長
、
農
協
青
年
部
の
新
役
員
に
つ
い

て
○
「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」
の
廃
止
に

つ
い
て

○
令
和
四
年
産　

大
豆
・
小
麦
の
共
同

計
算
精
算
払
い
結
果
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
六
年
産　

イ
エ
ス
ク
リ
ー
ン

米
・
農
薬
節
減
米
使
用
農
薬
体
系
に

つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
十
二

月
末
）
に
つ
い
て

○
令
和
六
年
度　

農
薬
奨
励
並
び
に
大

口
引
取
奨
励
対
策
に
つ
い
て

協
議
事
項

○
決
算
・
総
代
会
等
主
要
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

○
令
和
五
年
度
事
業
収
支
決
算
見
込
み

（
十
二
月
末
現
在
）
並
び
に
、
令
和

五
年
度
事
業
・
剰
余
金
処
分
（
事
業

分
量
配
当
金
）
の
対
応
に
つ
い
て

○
令
和
六
年
度
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
振
興
対
策
事
業
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

令
和
五
年
度
決
算
手
当
の
支
給
に
つ

い
て

議
案
第
二
号

　

確
定
し
た
決
算
書
類
の
作
成
と
会
計

監
査
人
へ
の
提
出
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

令
和
六
年
「
能
登
半
島
地
震
」
被
害

支
援
募
金
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

令
和
六
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い　

　

て
議
案
第
六
号

　

令
和
六
年
度
内
部
監
査
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

議
案
第
七
号

　

出
資
金
の
譲
渡
、
並
び
に
減
口
に
つ

い
て

議
案
第
八
号

　

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
し
付

け
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
九
号

　

特
定
組
合
員
に
対
す
る
貸
し
付
け
の

承
認
に
つ
い
て

議
案
第
十
号

　

花
卉
等
生
産
者
へ
の
営
農
用
灯
油
特

別
価
格
奨
励
の
対
応
に
つ
い
て

□
退
職　

職
員
〈
二
月
二
十
九
日
付
〉

　

瀬
川　

貴
之

　
（
妹
背
牛
支
所
米
穀
農
産
課
長
）

□
退
職　

職
員
〈
二
月
二
十
九
日
付
〉

　

桜
井　

那
瑞
菜

　
（
営
農
推
進
事
業
部
営
農
推
進
課
営

農
推
進
係
）

□
採
用　

職
員
〈
三
月
一
日
付
〉

　

橘　

克
彦

　

沼
田
支
所
生
産
資
材
課
生
産
資
材
係

理
事
会
報
告

地域の皆様方へ一日でも
早く貢献できるよう尽力
していきますので、宜し
くお願い致します。

橘　克彦
（沼田支所生産資材課生産資材係）

新
採
用
職
員
紹
介

9



女
性
部
沼
田
支
部
（
生
田
ユ
カ
リ
支

部
長
）
は
十
一
月
二
十
九
日
、
ま
ち
な

か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
「
ワ
イ
ヤ
ー
ク

ラ
フ
ト
講
習
会
」
を
開
催
し
、
二
五
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
Ｎ
‐
ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
．
の
皆

様
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。
ワ
イ

ヤ
ー
と
ペ
ン
チ
を
使
用
し
て
、
門
松
や

富
士
山
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
等
が
印

刷
さ
れ
た
型
紙
の
線
に
沿
っ
て
針
金
を

曲
げ
、
壁
飾
り
を
作
製
し
ま
し
た
。
部

員
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
曲
げ
る
作
業
に
苦

戦
し
ま
し
た
が
、
最
後
に
は
味
の
あ
る

素
敵
な
作
品
が
出
来
上
が
り
、
非
常
に

満
足
し
た
様
子
で
し
た
。

　

終
了
後
は
ほ
ろ
し
ん
温
泉
へ
移
動

し
、
懇
親
会
で
ゲ
ー
ム
を
行
い
部
員
同

士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

十
二
月
五
日
、
ラ
・
カ
ン
パ
ー
ニ
ュ

ホ
テ
ル
深
川
に
て
、
Ｊ
Ａ
空
知
女
性
協

議
会
主
催
の
空
知
管
内
Ｊ
Ａ
女
性
部
研

修
大
会
・
家
の
光
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部
か
ら
は
秩
父

別
四
名
・
妹
背
牛
四
名
・
沼
田
四
名
の

計
一
二
名
の
役
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

家
の
光
読
み
聞
か
せ
の
他
、
講
師
二

名
を
お
招
き
し
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
渡
辺
智
之
さ
ん
（
東
洋
羽
毛
北
部

販
売　

エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）は「
意

外
と
知
ら
な
い
上
手
な
眠
り
方
」
に
つ

い
て
、
廣
澤
克
美
さ
ん
（
コ
レ
モ
ッ
タ

株
式
会
社　

代
表
取
締
役
）
は
「
食
品

ロ
ス
の
傾
向
と
削
減
に
向
け
た
取
組

み
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

講
師
方
の
巧
み
な
話
術
に
、
参
加
者

は
最
後
ま
で
楽
し
く
集
中
し
て
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
実
り
の
あ
る
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
沼
田
支
部 

一
夜
研
修

空
知
管
内
Ｊ
Ａ
女
性
部

研
修
大
会
・
家
の
光
大
会
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十
二
月
十
一
日
、
青
年
部
秩
父
別
支

部
（
藤
岡
誠
支
部
長
）
は
、
本
所
に
て

第
二
十
一
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

藤
岡
支
部
長
挨
拶
後
、
議
長
に
戸
村

哲
也
さ
ん
（
北
新
）
を
選
任
し
、
議
事

を
進
行
。
滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
の
最
後
に
本
年
度
を
も
っ

て
勇
退
さ
れ
る
植
田
辰
徳
さ
ん
（
北

新
）、
原
田
章
弘
さ
ん
（
穂
栄
）
へ
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
六
年
か
ら
の
新
役
員
体

制
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長　
　

田
丸
　
雅
統（
北　

新
）

副
支
部
長　
　

横
山
　
　
陵（
日
の
出
）

理　
　

事　
　

田
中
　
　
学（
穂　

栄
）

理　
　

事　
　

山
崎
　
　
蓮（
穂　

栄
）

　
　
　
　
　
　

桃
野
　
翔
太（
穂　

栄
）

代
表
監
事　
　

藤
岡
　
　
誠（
稲　

豊
）

監　
　

事　
　

池
川
　
怜
汰（
穂　

栄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

十
二
月
十
四
日
、
青
年
部
妹
背
牛
支

部
（
大
井
基
生
支
部
長
）
は
、
妹
背
牛

支
所
に
て
第
二
十
一
回
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

大
井
支
部
長
挨
拶
後
、
議
長
に
齋
藤

健
志
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）
を
選
任
し
、

議
事
を
進
行
。
滞
り
な
く
全
て
の
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
の
最
後
に
本
年
度
を
も
っ

て
勇
退
さ
れ
る
近
藤
祐
輔
さ
ん
（
妹
背

牛
南
）、杉
原
靖
浩
さ
ん
（
妹
背
牛
南
）、

佐
藤
勇
伍
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）、
渡
会　

慎
一
郎
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）、
藤
坂
雅

志
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）、
齋
藤
健
志
さ

ん
（
妹
背
牛
北
）、土
田
大
輔
さ
ん
（
妹

背
牛
北
）へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
六
年
度
か
ら
の
新
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長　

酒
田
　
拓
也（
妹
背
牛
北
）

副
支
部
長　

田
村
昌
一
郎（
妹
背
牛
北
）

上
席
理
事　

熊
谷
　
　
俊（
妹
背
牛
北
）

理　
　

事　

式
部
　
勝
也（
妹
背
牛
北
）

　
　
　
　
　

佐
藤
　
幸
毅（
妹
背
牛
中
央
）

代
表
監
事　

大
井
　
基
生（
妹
背
牛
中
央
）

監　
　

事　

宮
野
　
譲
司（
妹
背
牛
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

青
年
部
秩
父
別
支
部  

通
常
総
会

青
年
部
妹
背
牛
支
部  

通
常
総
会

藤岡支部長あいさつ

大井支部長あいさつ

新役員の皆さん

新役員の皆さん
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十
二

月
十
九

日
、
青

年
部
沼

田
支
部

（
中
村

敏
光
支
部
長
）
は
、
沼
田
町
ま
ち
な
か

ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
第
二
十
一
回
通
常

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
村
支
部
長
挨
拶
後
、
令
和
五
年
度

を
も
っ
て
役
員
を
退
任
す
る
黒
田
直
樹

さ
ん
（
沼
田
中
部
）
へ
感
謝
状
を
贈
呈
。

ま
た
、
優
良
部
員
と
し
て
畑
地
建
さ
ん

（
沼
田
東
部
東
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、議
長
に
前
田
直
樹
さ
ん（
沼

田
中
部
）
を
選
任
し
、
議
事
を
進
行
。

滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
令
和
六
年
度
か
ら
の
新
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長　

山
岡
凌
太
郎（
沼
田
東
部
西
）

副
支
部
長　

下
保
　
裕
樹（
沼
田
中
部
）

理　
　

事　

堀
　
　
祐
介（
沼
田
西
部
）

　
　
　
　
　

黒
田
　
亮
太（
沼
田
東
部
西
）

　
　
　
　
　

須
網
　
敬
亮（
沼
田
東
部
東
）

理　
　

事　

中
村
　
一
歩（
沼
田
東
部
東
）

　
　
　
　
　

加
藤
　
勇
樹（
沼
田
東
部
西
）

代
表
監
事　

中
村
　
敏
光（
沼
田
東
部
東
）

監　
　

事　

河
村
　
大
城（
沼
田
東
部
西
）

（
敬
称
略
）

一
月
十
八
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
（
町
田
い
ず
み
会

長
）は
、妹
背
牛
支
所
に
て
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
部
綱
領
を
女
性
部
妹
背
牛
支
部

西
村
支
部
長
に
朗
唱
頂
き
、
町
田
会
長

の
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
で
は
德
本
妹
背
牛

地
区
代
表
理
事
、
西
村
支
部
長
か
ら
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
令
和
五
年
度
の
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
、
令
和
六
年
度
の

事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）

が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選

で
は
、新
会
長
に
は
渡
会
真
紀
さ
ん（
妹

背
牛
北
）、
副
会
長
・
会
計
に
は
前
田

有
希
さ
ん
（
妹
背
牛
北
）
が
決
定
し
、

お
ふ
た
り
よ
り
抱
負
を
述
べ
ら
れ
集
い

が
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
選
任
さ
れ
た
役
員
に
つ

き
ま
し
て
は
次
の
通
り
で
す
。

　
会　

長　
　

渡
会
　
真
紀（
妹
背
牛
北
）

副
会
長　
　

前
田
　
有
希（
妹
背
牛
北
）

会　

計　
　

副
会
長
兼
務

（
敬
称
略
）

青
年
部
沼
田
支
部  

通
常
総
会

女
性
部
妹
背
牛
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
集
い

中村支部長挨拶

新役員の皆さん
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一
月
二
十
六
日
、
女
性
部
秩
父
別
支

部
（
岡
崎
恵
子
支
部
長
）
は
本
所
に
て
、

第
二
十
一
回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
部

員
二
二
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

岡
崎
支
部
長
の
挨
拶
後
、
北
新
地
区

の
植
田
百
合
子
さ
ん
を
議
長
に
選
任

し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
令
和
六
年
度
予
算
な
ど

議
案
が
提
出
さ
れ
、
議
長
の
ス
ム
ー
ズ

な
進
行
の
も
と
、
議
案
全
て
が
承
認
さ

れ
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

次
に
サ
ー
ク
ル
活
動
報
告
と
い
う
こ

と
で
、
ウ
ク
レ
レ
サ
ー
ク
ル
よ
り
二
曲

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他

の
サ
ー
ク
ル
も
写
真
な
ど
で
普
段
の
様

子
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

後
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
と
し
て
北
海
道
洞
爺

湖
が
舞
台
の
「
し
あ
わ
せ
の
パ
ン
」
を

上
映
し
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
書
面
議
決
で
開
催
し
た
総

会
は
、
コ
ロ
ナ
が
明
け
て
例
年
通
り
部

員
が
出
席
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

女
性
部
沼
田
支
部
（
生
田
ユ
カ
リ
支

部
長
）
は
、
一
月
二
十
九
日
に
ま
ち
な

か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
お
い
て
第
二
十
一

回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
部
員
三
一
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
前
の
講
演
会
で
は
、
沼
田
町
図

書
館
司
書
の
菊
池
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
沼
田
町
図
書
に
つ
い
て
、
菊
池
氏
の

オ
ス
ス
メ
本
に
つ
い
て
」
講
演
し
て
頂

き
ま
し
た
。
沼
田
町
図
書
館
に
つ
い
て

丁
寧
に
説
明
し
て
頂
き
、
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
本
も
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。

部
員
は
講
演
を
興
味
深
く
聞
い
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　

次
の
通
常
総
会
で
は
、
生
田
支
部
長

の
挨
拶
後
令
和
三
・
四
年
度
の
役
員
を

務
め
ら
れ
た
役
員
五
名
へ
感
謝
状
の
贈

呈
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
後
、
議
長
に
は
加
藤 

早

苗
さ
ん
（
東
部
西
）
が
選
任
さ
れ
議
事

に
入
り
ま
し
た
。
役
員
か
ら
は
令
和
五

年
度
の
事
業
報
告
な
ど
五
つ
の
議
案
が

提
出
さ
れ
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
部
沼
田
支
部 

通
常
総
会

女
性
部
秩
父
別
支
部  

通
常
総
会

岡崎支部長あいさつ

生田支部長あいさつ

写真右：感謝状と記念品を受け取る加藤早苗さん（沼田東部西）

13



一
月
二
十
五
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女

性
部
妹
背
牛
支
部（
西
村
智
子
支
部
長
）

は
妹
背
牛
支
所
に
て
、
部
員
五
二
名
の

出
席
の
下
第
二
十
一
回
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

西
村
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
妹

背
牛
町
長
・
徳
本
妹
背
牛
地
区
代
表
理

事
・
普
及
セ
ン
タ
ー
北
空
知
支
所
長
・

青
年
部
妹
背
牛
支
部
酒
田
支
部
長
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
長
に
は

河
村
留
美
子
さ
ん
（
妹
背
牛
中
央
）
が

選
任
さ
れ
議
事
に
入
り
、
全
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
六
年
度
の
役
員
新
体
制
は
次
の
通

り
で
す
。

支
部
長　

荒
瀬
　
陽
子（
妹
背
牛
北
）

副
支
部
長　

北
嶋
　
悦
子（
妹
背
牛
南
）

副
支
部
長　

高
橋
　
厚
美（
妹
背
牛
南
）

監　
　

事　

村
山
　
　
瞳（
妹
背
牛
中
央
）

監　
　

事　

宮
田
由
美
子（
妹
背
牛
北
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

総
会
の
後
、
妹
背
牛
町
健
康
福
祉
課　

主
査　

長
野　

真
理
さ
ん
を
講
師
に

お
迎
え
し
、『
免
疫
力
を
高
め
る
た
め

に
』の
題
目
で
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

「
腸
の
体
操
」
や
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
カ

ギ
に
な

る
こ
と

に
「
笑

顔
」
が

大
事
で

あ
る
こ

と
を
教

わ
り
、

と
て
も

楽
し
い

雰
囲
気

の
中
で

講
演
会

を
終
了

し
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性
部
沼
田
支
部
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
原
田
亜
希
子
会
長
）

の
部
員
研
修
が
十
二
月
四
日
に
ま
ち
な

か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
に
て
開
催
さ
れ
、
会

員
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
精

通
し
た
沼
田
町
民
の
矢
部 

昌
弘
氏
を

お
招
き
し
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
と

し
て
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
製
を
行
い
ま

し
た
。
革
を
糸
で
縫
う
所
か
ら
始
ま

り
、
最
後
は
イ
ニ

シ
ャ
ル
等
を
ハ

ン
マ
ー
と
打
ち

台
、
刻
印
棒
を
使

用
し
て
刻
印
す

る
体
験
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

一
人
一
人
素
敵

な
作
品
が
仕
上

が
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
部

員
で
お
茶
会
を

開
催
し
大
変
有

意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

女
性
部
妹
背
牛
支
部 

通
常
総
会

女
性
部
沼
田
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ  

部
員
研
修

西村支部長あいさつ

役員の皆さん
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十
二
月
十
九
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支

部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
（
町
田
い
ず
み

会
長
）
は
、
妹
背
牛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

主
催
の『
わ
た
し
へ
の
ご
ほ
う
び
講
座
』

に
会
員
三
名
が
参
加
し
て
冬
期
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
リ
ズ
ム
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ

ン
ス
を
行
い
、
音
楽
に
あ
わ
せ
て
楽
し

く
身
体
を
動
か
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
の

後
に
は
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、

ダ
ン
ス
で
使
っ
た
部
位
を
し
っ
か
り
伸

ば
し
て
気
持
ち
よ
く
講
座
を
修
了
し
ま

し
た
。
他
に
も
、
ス
ト
レ
ス
＆
血
管
年

齢
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
あ
り
、
ど
れ
も

充
実
し
た
内
容
で
参
加
者
は
楽
し
く
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。講

座
の
後
は
昼
食
を
と
り
、
午
後
か

ら
は
妹
背
牛
支
所
に
て
寄
贈
用
の
雑
巾

作
り
を
し
ま
し
た
。
自
前
の
ミ
シ
ン
を

使
っ
た
り
手
縫
い
を
し
た
り
、
会
員
そ

れ
ぞ
れ
が
雑
巾
を
丁
寧
に
縫
い
あ
げ
ま

し
た
。

十
二
月
二
十
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支

部
（
西
村
智
子
支
部
長
）
は
、
女
性
部

本
部
事
業
の
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
妹

背
牛
小
学
校
に
雑
巾
二
六
枚
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

校
長
先
生
と
教
頭
先
生
よ
り
「
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
月
二
十
二
日
、
女
性
部
妹
背
牛
支

部
（
西
村
智
子
支
部
長
）
は
、
令
和
五

年
度
分
事
業
と
し
て
、
他
役
員
含
め
五

名
で
妹
背
牛
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
リ

ン
グ
プ
ル
約
一
七
ｋ
ｇ
を
寄
付
し
ま
し

た
。今

後
も
部
員
等
に
引
き
続
き
リ
ン
グ

プ
ル
の
収
集
を
お
願
い
し
、
車
い
す
寄

贈
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

女
性
部
妹

背
牛
支
部 

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
冬
季
レ
ク

女
性
部
妹
背
牛
支
部

地
域
貢
献
事
業

女
性
部
妹
背
牛
支
部

町
内
機
関
へ
リ
ン
グ
プ
ル
を
寄
付
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二
月
六
日
、
女
性
部
沼
田
支
部
（
生

田
ユ
カ
リ
支
部
長
）
役
員
五
名
は
沼
田

町
役
場
に
お
い
て
女
性
部
員
・
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
し

て
頂
い
た
「
ぞ
う
き
ん
用
タ
オ
ル
」
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
タ
オ
ル
を
受
け
取
っ

た
横
山
町
長
か
ら
は
「
い
つ
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て

頂
き
ま
す
」
と
の
感
謝
の
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。
タ
オ
ル
は
和
風
園
や
旭
寿
園

な
ど
の
施
設
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
女
性
部
秩
父
別
支
部
エ
ル
ダ
ー
（
髙
橋

信
子
会
長
）
は
二
月
十
三
日
、
会
員

一
三
名
出
席
の
も
と
、
秩
父
別
温
泉
ゆ

う
＆
ゆ
に
て
第
七
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
度
活
動
報
告
や
収
支
決
算

を
報
告
し
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
終
了
後
は
懇
親
の
場
を

設
け
、
食
事
を
と
り
な
が
ら
会
員
同
士

普
段
の
生
活
の
こ
と
や
、
エ
ル
ダ
ー
の

令
和
六
年
度
行
事
内
容
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
役

員
改
選
を
行
い
ま
し
た
が
、
令
和
五
年

度
の
役
員
を
務
め
た
三
名
が
継
続
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会　

長　
　

髙
橋
　
　
信
子（
稲　

豊
）

副
会
長　
　

内
海
　
由
美
子（
日
の
出
）

副
会
長　
　

山
田
　
佳
代
子（
北　

新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

女
性
部
秩
父
別

支
部
エ
ル
ダ
ー  

通
常
総
会 
女
性
部

沼
田
支
部 

沼
田
町
へ
タ
オ
ル
寄
贈
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二
月
十
六
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
女
性

部
秩
父
別
支
部
（
岡
崎
支
部
長
）
は
、

普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
志
和
専
門
主
任
と

太
田
普
及
指
導
員
を
お
招
き
し
、
女
性

部
・
エ
ル
ダ
ー
合
わ
せ
て
二
一
名
が
参

加
さ
れ
、
野
菜
の
青
空
教
室
（
座
学
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

春
の
種
ま
き
に
向
け
て
、
分
か
ら
な

い
こ
と
を
解
決
し
て
か
ら
作
業
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
習
会
で
、

普
及
セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
殺
菌
剤
の
話

や
、
玉
ね
ぎ
の
中
が
腐
っ
て
し
ま
う
原

因
な
ど
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終

了
後
は
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
気
軽

に
話
せ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
茶

話
会
を
行
い
、
先
ほ
ど
聞
け
な
か
っ
た

こ
と
や
、
家
庭
菜
園
を
す
る
上
で
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
深
堀
し
た
お
話

を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

女
性
部
沼
田
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

（
原
田
亜
希
子
会
長
）
の
第
二
十
一
回

通
常
総
会
が
二
月
二
十
一
日
、
ま
ち
な

か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
」
に
て
、
会
員
八
名

出
席
の
中
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
五

年
度
の
活
動
報
告
及
び
収
支
決
算
や
令

和
六
年
度
計
画
案
な
ど
全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
に
よ
り
新
役
員
体
制
は
次
の
通
り
と

な
り
ま
し
た
。

会　

長　

谷
本
　
真
紀（
沼
田
東
部
東
）

副
会
長　

池
田
あ
か
ね（
沼
田
東
部
西
）

監　

事　

土
田
　
　
梢（
沼
田
東
部
東
）

（
敬
称
略
）

女
性
部
秩

父
別
支
部 

野
菜
の
青
空
教
室
女
性
部
沼
田
支
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ  

通
常
総
会 
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二
月
十
三
日
か
ら
二
月
十
四
日
に
か

け
て
、
首
都
圏
を
中
心
に
「
宅
配
サ
ー

ビ
ス
」
を
展
開
す
る
「
パ
ル
シ
ス
テ
ム
」

と
の
現
地
交
流
会
（
意
見
交
換
・
配
送

体
験
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
現
地
交
流
会
へ
は
Ｊ
Ａ
青
年

部
四
名
、
Ｊ
Ａ
職
員
二
名
が
参
加
。
初

日
は
埼
玉
県
岩
槻
セ
ン
タ
ー
で
意
見
交

換
を
実
施
し
、
二
日
目
は
東
京
都
江
東

セ
ン
タ
ー
・
大
田
セ
ン
タ
ー
の
各
事
業

所
に
分
か
れ
配
送
体
験
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
、

全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
か
ら
、
北
い
ぶ
き

産
米
の
販
売
動
向
・
実
績
等
の
説
明
や

米
商
品
全
体
の
中
で
も
高
い
評
価
を
頂

い
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。　
　

　

配
送
体
験
で
は
、
配
送
ト
ラ
ッ
ク
へ

実
際
に
同
乗
し
、
お
米
が
消
費
者
へ
届

く
ま
で
を
体
験
し
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
を

配
布
し
な
が
ら
「
北
海
道
産
な
な
つ
ぼ

し
・
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

産
地
よ
り
訪
問
し
た
こ
と
で
消
費
者
に

好
印
象
を
与
え
る
事
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

北
海
道
産
米
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
月
十
六
日
、
女
性
部
秩
父
別
支
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ（
石
井
由
紀
乃
会
長
）

は
秩
父
別
町
居
酒
屋
静
に
て
全
体
集
会

を
開
催
し
、
会
員
五
名
、
子
ど
も
二
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
度
の
活
動
や
収
支
決
算
に

つ
い
て
報
告
を
し
、
次
年
度
の
収
支
予

算
や
活
動
計
画
案
な
ど
全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
事
を
と
り
な
が
ら
一
年
の
活
動
を

振
り
返
っ
た
り
、
家
庭
で
の
悩
み
な
ど

を
話
し
合
う
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
が
、
会
長
は
継
続
、
副
会
長
の
み
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

会　

長　
　

石
井
　
由
紀
乃（
稲　

豊
）

副
会
長　
　

小
坂
　
　
郁
恵（
穂　

栄
）

（
敬
称
略
）

一
月
十
七
日
に
係
長
以
上
の
職
員
、

十
八
日
に
一
般
職
員
を
対
象
と
し
た
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
株
式
会
社
青
山
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
、
青
山
夕
香
氏

を
お
招
き
し
て
、
係
長
以
上
の
職
員
に

対
し
て
は
、「
若
い
世
代
を
巻
き
込
ん

だ
仕
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
」、
一
般

職
員
向
け
に
は
、「
上
司
と
の
向
き
合

い
方
と
仕
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
具
体
的
な
事
例
を
挙

げ
な
が
ら
説
明
を
い
た
だ
き
、
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

講
義
の
中
で
は
、
挨
拶
の
細
か
な
仕

草
で
も
印
象
が
変
わ
る
事
等
、
注
意
す

る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
職
員
同
士
で

実
演
し
な
が
ら
体
験
す
る
機
会
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
事

例
等
の
説
明
や
Ｊ
Ａ
か
ら
災
害
対
策
計

画
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
等
）、
個
人
情
報
保
護
法

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
組
織
活
動

で
の
注
意
点
に
つ
い
て
、
改
め
て
職
員

で
共
有
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

働
き
が
い
の
あ
る

職
場
環
境
づ
く
り
等
研
修
会

パ
ル
シ
ス
テ
ム
現
地
交
流
会

女
性
部
秩
父
別
支
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ 

全
体
集
会
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ddaayywwoorrkk ののごご案案内内
デ イ ワ ー ク

農業人材募集を「web」で求人を行うことができる〖daywork〗
の利用をおすすめしています。１日単位での募集が出来ます。 

（PC・スマートフォンから利用可能） 直接雇用

動画でdayworkアプリの操作マニュアルが確認できますのでご覧ください。

ダウンロード／生産者登録
URL https://day.work/

※労働災害については、雇用者（求人農家）の責任になりますので、労災保険または
傷害共済への加入を必ず行って下さい。

担当部署：営農推進事業部
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農地面積 支払限度額 
3,000万円コース 5,000万円コース １億円コース 

 0.5ha未満 5,760円 6,500円 8,050円 
0.5ha以上 1ha未満 6,950円 7,850円 9,720円 
1ha以上 2ha未満 8,390円 9,470円 11,730円 
2ha以上 4ha未満 10,120円 11,430円 14,150円 
4ha以上 20ha未満 18,610円 21,010円 26,010円 
20ha以上 50ha未満 48,280円 54,520円 67,490円 
50ha以上 100ha未満 75,210円 84,920円 105,130円 
100ha以上 200ha未満 92,830円 104,810円 129,770円 
200ha以上 300ha未満 105,820円 119,470円 147,910円 
300ha以上 400ha未満 114,360円 129,120円 159,860円 
400ha以上 500ha未満 120,760円 136,340円 168,810円 
500ha以上 （以降 100ha あたり） +3,690円 +4,170円 +5,160円 

 
 
 
 
 ※この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。また、ご契約の際には「重要事項説明書（注意

喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。 【23019990030】 

農地や農業施設の所有・使用・管理や農作業に起因する損害賠償責任への保障をお考えの方におすすめします！ 

お問い合わせは 
ＪＡ北いぶき 

農業者を取り巻くリスクは身近に存在しており、農地や農業施設の所有・使用・管理、農作業に起因する 
損害賠償事故が多く発生しているため、農業者賠償責任共済（ファーマスト）のご加入をご検討ください。 

共済掛金は 
必要経費として 
計上することが 
できます。 
※法人は損金算入可能 

POINT！ 
〇共済掛金例：共済期間１年 （2023年 4月現在） 

 農業者賠償責任共済の３つの特長 

安心 
幅広い賠償責任をカバー 
多くの農業者共通の４つのリスクに対
して１つの共済で総合保障。 

施設賠償リスク  

リスク  

シンプル 
わかりやすい共済掛金設定 
基準となるのは農地面積とご希望の支
払い限度額のみ。 
３つのプランをご用意しています。 
 

簡単 
自動継続で手間いらず 
１年で自動継続するため、面倒な継
続手続き等は不要（農地面積に変
更がある場合等除く）。 

ご契約 １年後 ２年後 
      
   

３，０００万円コース 

５，０００万円コース 

１億円コース 

 ～農作業中における損害賠償事例～ 
 

畑で農薬を散布していたとこ
ろ、薬剤が風にあおられて、隣
の農家の畑に 
飛散し、生育 
不良となった。 
（ドリフト事故） 

事例① 

約510 万円 損 害 
賠償額 

 

事例② 
肥育している牛が敷地外へ脱
走し、走行中の 
車両と接触、 
車両に損害を 
与えた。 

約70 万円 損 害 
賠償額 

 

畑で農薬を散布していたとこ
ろ、薬剤が風にあおられて、隣
の農家の畑に 
飛散し、生育 
不良となった。 
（ドリフト） 

事例① 

約510 万円 損 害 
賠償額 

 

農業者賠償共済はこんな時にお役に立ちます 
事例③ 

約115 万円 損 害 
賠償額 

 

草刈りの作業中に巻き上げた
小石が付近を走行していた 
車に当たり、 
破損させて 
しまった。 

※お支払いには所定の条件があります。 ※損害賠償額はＪＡグループ調べ 

本   所 共 済 課 0164-33-2011 

妹背牛支所 貯金共済課 0164-32-2451 

沼 田 支 所 貯金共済課 0164-35-2221 
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JAの自動車共済で
　　 万全なスタートを！

新生活を迎える皆さまへ R6.1月

0

10,000

40,000

50,000

60,000

20 代以下 70 代以上30 代 40 代 50 代 60 代
出典：警察庁交通局「令和4年中の交通事故の発生状況」
＊自動車、自動二輪車、原動機付自転車の運転者のこと。

■原付以上運転者の年齢層別交通事故件数＊

年齢層別の事故件数は

20代以下が最も多くなっています。

そこで、万一に備えるためには十分な保障が必要です。

特におススメはクルマスター！

リスクを幅広くカバーする手厚い保障が安心です。

お得な共済掛金で、負担が軽くなるかもしれません。

もしものときに頼れるサービス・体制が充実しています。もしものときに頼れるサービス・体制が充実しています。

「自賠責共済セット割引」
対人賠償の
共 済 掛 金 割引７７％

J A
共 済

オリジ
ナル

「複数契約割引」

共 済 掛 金 割引５５％

「自動継続割引」

共済掛金 割引２２％

●24 時間 365 日の事故受付　
●レッカ－サービス
●ロードサービス
●夜間休日現場急行サービス　など

事故対応窓口……全国約 2,640か所
損害調査
サービス担当者…全国約 4,610人

（令和５年４月１日現在）
※JA自動車共済利用者満足度調査。令和４年度事故対
応サービス全般の満足度実績（JA共済連調べ、とても
満足・やや満足の回答割合、小数点第２位を四捨五入）※サービスのご利用にあたっては所定の条件があります。

※上記以外にも「長期優良契約割引」「農業用貨物車割引」などがあります。 ※割引の適用には所定の条件があります。

自動車共済クルマスターなら

「新車割引」
共済掛金（※） 割引最高５５％最高
※車両保障、対人賠償、対物賠償、人身傷害保障ならびに傷害
　定額給付保障の共済掛金に適用します。

「ASV割引」
割引９９％共済掛金（※）

※車両保障、対人賠償、対物賠償、人身傷害保障、傷害定額給付
　保障ならびに車両諸費用保障特約（代車費用のみ）の共済掛金
　に適用します。

相手方への保障 「対人賠償」「対物賠償」

ご自身とご家族の保障 「人身傷害保障」「傷害定額給付保障」

お車の保障 「車両保障」「車両諸費用保障特約」

プラス

マモルモア
で日常生活にも安心を。

JA共済事故対応

利用者満足度

９４.４％

23481030467

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書
（契約概要）」を必ずご覧ください。また、ご契約の際には、「重要事項説明書
（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

お問い合わせ
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ATM

ATMなどのサービスを
一時休止させていただきます。

JAバンクからの大切なお知らせ

休止日
2024年
（令和6年）

3月10日 4月29日

日曜日
全取引休止
6：30‒9：00

月曜日・祝日
一部取引休止
0：00‒24：00

土曜日
全取引休止

21：00‒翌8：00

日曜日
全取引休止
6：30‒9：00

5月26日

日曜日
一部取引休止
0：00‒24：00

月曜日・祝日
一部取引休止
0：00‒24：00

土曜日
全取引休止

21：00‒翌8：00

いつもJAバンクをご利用いただきありがとうございます。
このたびJAバンクはお客様へのサービスや利便性の向上を目的としたシステム更改に伴い、誠に勝手ながら
ATM・JAネットバンク等のサービスを一時休止させていただきます。
ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

現金のお引き出しはお早めに。
お客様にはご不便をおかけし誠に申し訳ございませんが、
あらかじめ現金をお引き出しいただく等のご準備をお願い申し上げます。

※JA・店舗・ATM・提携金融機関によっては、ご利用可能日、ご利用可能時間およびご利用可能サービスが
異なるため、上記スケジュール以外にもサービスをご利用いただけない場合がございます。

 詳しくは、JA窓口・ホームページ等でご確認ください。 JAバンクのホームページ
https://www.jabank.org

休止する
サービス

JAバンクの
ATM

ジェイデビット

ATM

JAネットバンク
サービス

コンビニ等の
ATM

24h
コンビニ

ATM

24h

すべてのサービスが休止　　　　道内JAのATMとJAネットバンクサービスはご利用可能

5月18日

7月14日 8月17日7月15日
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～営業時間の変更のお知らせ～
令和6年4月1日からの営業時間について、下記の通りお知らせ致します。

23

区　　分 曜　　日 営業時間（4月～） 摘　要

事 務 所
秩父別営農販売事務所

（融資経済課窓口含む）

平日 8：30～ 17：15 日曜・祝日は休業致します。

土曜

4月～
8月 休業 4月から8月まで土曜を休業致します。

9月～
10月

8：30～
11：45 第 2・第4土曜は休業致します。

生 産 資 材 店 舗
農 機 車 輌 店 舗

平日 8：30～ 17：00
春・秋の繁忙期間については、別途 FAX
等にてお知らせ致します。土曜 8：30～ 11：45

日曜・祝日 休業

貯 金 共 済 窓 口 平日 9：00～ 16：00 土曜・日曜・祝日は休業致します。

貯 金 Ａ Ｔ Ｍ

平日 9：00～ 18：00

土曜 9：00～ 17：00

日曜 9：00～ 17：00 本所 ( 秩父別 ) のみの営業となります。

祝日 休業 土曜・日曜と重複する場合も全店舗休業致
します。

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド

妹背牛
沼　 田

平日・土曜 7：30～ 19：00 春・秋の繁忙期間については、別途 FAX
等にてお知らせ致します。
※祝日と日曜が重複する場合も休業致しま
す。

祝日 8：00～ 18：00

日曜 休業

秩父別 平日・土日・祝日 7：30～ 19：00

㈱まちづくりぬまた
物産サービスセンター

平日 8：30～ 17：30

土曜・祝日 8：30～ 17：00

日曜 休業

ダ・マルシェ　沼田店 平日・土日・祝日 9：00～ 19：00

㈱ ホ ク レ ン 商 事
エーコープ秩父別店 平日・土日・祝日 9：30～ 19：00 ※毎月1日・15日は9：00～ 19：00

営業です。



3月1日、
秩父別支所農機車輌課にて、
春の合同展示会を開催

3月7日、
妹背牛町

水稲直播研究会総会を開催

1月26日、
女性部秩父別支部
サークル発表

１月９日、
豊穣祈願祭・安全祈願祭

１月１１日、
農業倉庫蔵開きを開催

3月5日、
ＪＡ北いぶき青年部によるスノーメッセージ、

ＮＯＳＡＩ講座を開催

令
和
6年
3
月
25
日

発
行
日

発
行
元

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
1298番

地
の
8
編

集
管
理
本
部
TEL 0164－33－2011　

FAX 0164－33－3311
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
http://w

w
w
.ja-kitaibuki.or.jp/
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